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藤枝市教育委員会 令和２年９月定例会会議録 

 

１ 開 催 日  令和２年９月２９日 

 

 

２ 場 所          藤枝市役所西館５階大会議室 

 

 

３ 会議に附した事項  （別紙のとおり） 

 

 

４ 出 席 委 員 

 

教 育 長          中 村 禎 

 

教育長職務代理者  増 田 貴 司   委 員          浅 井 好 美 

 

委 員          山 田 美 穂 子   委 員          牧 田 伸 明 

 

 

５ 欠 席 委 員 

 

 

６ 出席した事務局職員 

 

教 育 部 長  安 達 剛 正   教 育 政 策 課 長    杉  原  一  行 

 

  学 校 教 育 監  梶 川 佐 知 子   主 席 指 導 主 事  三 須 貞 佳  

 

学 校 給 食 課 長   杉 本 尚 仁   生涯学習課課長   小 川 聡  

 

図 書 課 長  杉 本 守     

 

 

 

総 務 係 長    小 澤 峰 樹   書 記  谷 光 美 和 
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教育委員会 令和２年９月定例会 

日 時 令和２年９月２９日 午前１０時００分 

場 所 藤枝市役所西館５階大会議室 

 

 

１ 開       会  午前１０時００分 

 

 

２ 会議録署名委員氏名  浅井好美委員、山田美穂子委員 

 

 

３ 日程第１ 

第２２号議案 教育財産（教育用タブレット端末）の取得の申出について 

 

 

４ 日程第２ 諸般の報告 

 

 

教育部長   １ 市議会９月定例月議会質疑応答要旨 

  

学校教育監  １ 夏季休業後の児童生徒の状況  ～１学期末との比較～  

  

主席指導主事 １ 市内小中学校の学校行事について  

 

生涯学習課  １ 藤枝市少年少女発明クラブ」ミニ龍勢を打ち上げます   

 

１ 人づくり講演会を開催します～「劇団たんぽぽ」代表～ 

 

図書課長   １ 令和２年 読書週間等における主な図書館行事について 

 

 

 

５ 開       会  午前１１時３０分 
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教育委員会 令和２年９月定例会 

 

日 時   令和２年９月２９日 午前１０時００分 

場 所  藤枝市役所西館５階大会議室 

 

 

 

開  会   午前１０時００分 

 

 

教育長      ただいまから藤枝市教育委員会９月定例会を開会します。 

それでは会議録署名委員を指名します。会議録署名委員に、浅井好美委員、山

田美穂子委員を指名します。 

 

日程第１    

  

 

教育長      これより日程第１に入ります。第２２号議案「教育財産（教育用タブレット端

末）の取得の申出について」を議題とします。それでは事務局より説明をお願

いします。 

 

教育政策課長   第２２号議案「教育財産（教育用タブレット端末）の取得の申出について」 

         ●国の「GIGA スクール構想」実現に向けた取組の一環で、子どもたちの「情

報活用能力」を育成する ICT 教育を積極的に進めることを目的に、教育用タブ

レット端末１１，０３３台を取得し、市内全小中学校に１人１台の端末を配備

するため、財産（教育用タブレット端末）の取得について、市長に地方教育財

政の組織及び運営に関する法律第２８条第２項の申出を行う 

          

教育長      ではこれより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

浅井委員     コロナウイルスなどの思いがけないことがあり、文化祭をオンラインで配信す

る学校もあるようですが、こういった物の導入で世の中が急速に変わってきて

いると感じています。子ども達が小さい頃からこういった物に触れながら、学

ぶことができる環境にしてくださり、ありがたいと思います。 

         タブレットには学校の色々な情報が入っていると思いますが、ウイルスの対策

やセキュリティなどはどうなっていますか。 

 

教育政策課長   現在も、調べ学習でインターネットを活用していますが、その台数が増えるよ

うな形となります。ただし、家庭で使うには注意が必要だと考えています。セ

キュリティについては、ウイルスが入ったり、個人情報が漏れたりしないよう

に十分注意していきます。 

 

浅井委員     個人情報が色々な形で利用されると大変であるため、一括して対策をたててい

ただくようにお願いしたいです。 

 

教育政策課長   インターネットを使い検索するような場合に、危険なサイトを見ることができ

ないよう制限がかけられますので、被害にあうような状況にならないように、

十分注意していきたいと思います。 
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牧田委員     大変大きな金額で驚いておりますが、タブレットの使用方法や使用例について、

教員への研修の機会については考えられているのでしょうか。 

 

教育政策課長   現在、学校の ICT に詳しい先生を中心に研究会を作り、今後のＩＣＴ教育につ

いてソフト等も含め考えていただいております。ただ、学校の先生でも得意不

得意があると思いますので、研修は行っていく予定です。また、業者へ委託し

ているＩＣＴ支援員がおりまして、各学校への授業作りなどの支援を行ってお

り、来年度以降、支援員の増員を考えております。１人１台パソコンを整備し

たら、学校で積極的に使用してもらいたいと考えていますので、そのための研

修や支援は行っていきたいと考えています。 

 

増田委員     メンテナンスに関しても、お金がかかるかと思いますが、予算はこれからも毎

年つくのでしょうか。 

 

教育政策課長   家庭で持ち帰って使用した場合に、落としても壊れないように頑丈なカバーで

覆いますが、水などには弱いので注意が必要です。整備や保守については、１

年間は無償保障となりますが、来年度以降のメンテナンスについては、保守料

を予算要求して対応していくつもりです。 

 

増田委員     子どもが使いますので、偶然壊れてしまったりした場合はどうなるのでしょう

か。また、故意に壊した場合は実費で弁償になるのか、補償の中で対応できる

のでしょうか。 

 

教育政策課長   故意だということが分かれば当然請求していかなければいけないと思います

が、故意なのかどうかの判断をするのが非常に難しいと思います。今後の課題

としていきます。 

 

増田委員     壊してしまうことは十分考えられますので、保護者や児童生徒にそういったこ

とをお知らせして、使用してもらうようにお願いします。 

 

山田委員     小さい頃から、スマートフォンなどを触っているので、「とりあえず触ってみ

よう」という子どもがとても多いです。精密機械のメンテナンスやセキュリテ

ィの面からも、「とりあえず触ってみる」はだめであるということを、親も含

めて教育していく必要があると思います。お聞きしたいことは、１年生から自

分の端末を持って、学年があがっていくのか、教室に端末を置いて使用するの

か、それによって使い方が違ってくるかと思います。どのように使用するのか、

教えていただきたいです。 

 

教育政策課長   低学年のお子さんへは保護者も含めて使い方を指導していかなければいけな

いと思います。自分のパソコンとして認識させて、大切にさせるためにも、学

年が変わるたびに端末を変えるのではなく、自分のパソコンとして１年生から

６年生まで、使用するように考えています。 

 

浅井委員     藤枝市はＩＣＴに力を入れていて、色々な情報が発信されていますが、実際に

接することで便利さや新しい使い方を体感してもらい、周りの家族もその姿を

みて感化されるのではないかと思います。色々なプラスアルファがあると思い

ますので、有効な活用方法を考えて推進していただきたいです。 
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教育政策課長   ＧＩＧＡスクール構想が生まれたのは、ＩＣＴを使用した社会へ変化する中で、

日本はパソコンに触れる機会が少なく、ＩＣＴ活用が世界から見て遅れている

ためです。実際に触る機会を増やすことによって、学習の中から学び、慣れて

いくことが必要だと思っております。 

 

教育長      その他よろしいでしょうか。ないようですので以上で質疑を終結いたします。

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 

一同       『ありません』 

 

教育長      以上で討論を終結いたします。 

 

これより第２２号議案「教育財産（教育用タブレット端末）の取得の申出につ

いて」を採決いたします。本案を原案の通り可決することにご異議ありません

か。 

 

一同       『異議なし』 

 

教育長      異議なしと認め、本案は原案の通り可決されました。 

 

 

 

日程第２  諸般の報告  

 

 

教育長      これより日程第２、諸般の報告について、教育部長から順にお願いいたします。 

 

教育部長     １ 市議会９月定例月議会質疑応答要旨 

●令和２年９月市議会定例会において、各議員より教育に関連する質問があり

ました。【別添資料のとおり】 

  

学校教育監    １ 夏季休業後の児童生徒の状況  ～１学期末との比較～  

●新型コロナウイルスの影響に伴い子どもたちの心身への影響も心配されま

す。２学期が開始して１週間後に、各学校へ不登校児童生徒数の推移と、担任

から見た学級児童生徒の状態について調査を行いました。 

 

■1 学期の不登校児童生徒数は２学期に入り若干減少（例年どおり） 

■担任から見た学級児童生徒の状態は、82％元気、22,5％疲れている等 

（内容） 

・登校渋り、「学校へ行きたくない」という訴え 

・規則な生活リズム、睡眠不足、昼夜逆転 

・頭痛、腹痛、吐き気等の身体的不調 

         （要因と思われるもの） 

・暑さ、授業の多さ、行事あるいは行事の中止等によるもの 

         ・気分が乗らない、だるい 

         ・家庭内（親、兄弟等との関係を含む）問題の悩み 

         ・自分の能力や性格（夏休みの課題が終わらないも含む）に対する悩み 

         ・ 友達との関係への悩み 

         ・ 母子分離不安 
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         ・ 疾病による不調 

         ・ 給食に関すること 

         ・ 教員との人間関係 

 

   １ 市内小中学校の学校行事について  

●コロナ禍において、現在、各学校では学校行事の見直しを図っていますがこ

の度、校長会が今後の方針を示しましたので報告します。 

 

■体育的行事 

・大規模校では学年ごと、または縦割を２つに分けて午前、午後で実施。 

         ・小～中規模校では、全校で実施するが、「三密」を回避できる工夫をする。 

         ・人との接触を極力回避できるような種目やルールに変更。 

         ・来賓席、敬老席を設けず、外部の参観はなし。 

         ・保護者については、一家庭２名まで等の制限をし、整理券を配布。 

         ・保護者の参観も無しにした学校は、ＤＶＤやリモートでの配信を検討中。 

         ・参観に来た保護者には、受付で検温チェック。 

         ・使用した用具はその都度消毒。 

         ・応援は、できるだけ大声を出さないよう、手拍子や鳴り物で工夫。 

          ※感染予防と同時に熱中症対策についても万全に準備。 

 

■修学旅行 

○12 月までに予定している学校の対応 

・年内は、県外への泊をともなう旅行は原則取りやめる。 

         ・年内は、県内においても泊をともなう旅行はとりやめることが望ましい。 

         ※小規模校においては、「三密」回避ができていれば可能。 

 ○１～３月に予定している学校の対応 

・その時期の感染状況を見て判断。 

 

生涯学習課長   １「藤枝市少年少女発明クラブ」ミニ龍勢を打ち上げます 

         ●「藤枝市少年少女発明クラブ」では小学５・６年生を対象に、知的探求心や

問題解決力を高める科学教育の更なる推進を図っております。第５回目は、静

岡県指定無形民俗文化財である朝比奈大龍勢の仕組みを学び、龍勢の小型モデ

ル「ミニ龍勢ロケット」を作製し、打ち上げます。 

 

開催日時：令和２年１０月１７日(土) ９時００分～１２時３０分 

 

開催場所：座学・ミニ龍勢ロケット作製･･朝比奈第一小学校（体育館） 

ミニ龍勢ロケット打ち上げ･･岡部町殿地区朝比奈大龍勢打上櫓周辺 

 

参加者：小学５・６年生 約４５名 

【藤枝市少年少女発明クラブ受講生、朝比奈第一小学校児童】 

  

１ 人づくり講演会を開催します～「劇団たんぽぽ」代表～ 

●生涯学習活動のきっかけとなる「人づくり講演会」を開催します。創立 75

周年を迎えた「劇団たんぽぽ」代表の上保節子さんから、自身の経験に基づき、

「人に思いを伝えることの大切さ」について講演していただきます。 

     

講 師  上保(かみほ) 節子(せつこ) さん 

（公益財団法人教育演劇研究会 劇団「たんぽぽ」代表） 



6 

・日 時  令和２年１０月２６日（月）午後１時３０分から３時 

・演 題  『 心と心で語り合う ～伝え方講座～ 』        

・会 場  藤枝市産学官連携推進センター（BiVi キャン） 

・定 員  ５０人（申込順）    

・申込み  １０月５日から 

市ホームページ申込フォーム・郵便・FAX・電話・メールで生涯学習課へ 

（会場開催と並行してオンライン配信（YouTube ライブ）を行います） 

 

図書課長    １ 令和２年 読書週間等における主な図書館行事について 

●「読書週間」は、戦後間もない昭和 22 年から開催され、今年で第 74 回となり

ます。今年度も 11 月 3 日（火・祝）の「文化の日」を中心に、10 月 27 日（火）

から 11 月 9 日（月）に実施されます。また、「読書週間」の初日となる 10 月 27

日は「文字・活字文化の日」とされています。 

この期間中に、図書館で開催される各種イベントは別紙のとおり。 

 

教育長     ではこれより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 

牧田委員    修学旅行で宿泊を伴う旅行は取りやめるということですが、自然教室や野外活動

についてはどうなるのでしょうか。 

 

学校教育監   自然教室については、泊を伴いますが、県内の県立の施設を使用する学校がほと

んどでしたので、予定通り行っております。 

 

山田委員    子どもの生活アンケートについてですが、これはどういった形でとったものでし

ょうか。また、学校行事について、栃木の小学校で、修学旅行の変わりに逃走中

をやったと聞きました。行事が縮小されている中、何とか開催しようと先生方が

頑張ってくれているのがよく分かるので、せめて行事が縮小されても子ども達に

楽しかったという思い出をきちんと残してあげたいと思います。保護者が観覧で

きない場合もあるかと思いますが、行けないけど頑張ってねと、保護者に盛り上

げてもらえるようこっそりお願いしたいと思います。規模は小さかったけれど、

面白かったと思えたら、救われるのではないかと感じました。 

 

学校教育監   最初にアンケートについてですが、２ヶ月に１回学校生活アンケートを子ども達

にとっているため、今回は夏休み明けの１週間くらいに、学級担任がクラスの様

子を見てどう感じているかという紙面を作り学校へ投げました。 

        学級数の枚数になるため、学校へ負担がかからないような形で取りまとめて提出

していただきました。逃走中という話がありましが、同じような計画をしている

学校もあり、防災キャンプを兼ねて学校へ１晩泊まるなどの案も出てきておりま

す。コロナ禍で例年以上に、保護者の代表の方と学校側とかなり何度も話し合い

を行っています。少しでも子ども達の思い出に残る、より良い方法をと、協議を

してくれていますので、保護者の方からの働きかけも期待したいところです。 

 

増田委員    色々な行事が中止や縮小となっており、親御さんの中でも思い入れがある方もい

ると思います。苦情ではないですが、学校へ意見をいただいたことなどありまし

たら、教えていただきたいです。 

 

学校教育監   現在教育委員会までは、そういった声は届いておりません。例年通り行事ができ

ずがっかりしていることはあるとは思いますが、縮小する中でも行事の意義に

ついて子ども達に学校で説明をしてくれていますので、その趣旨に沿った目標
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作りをして、その目標に達成感を持たせられるような工夫をどの学校もしてく

れているものと感じています。 

 

教育長      その他質疑はありませんか。ないようですので、それでは以上で本日の全日程

を終了しましたので、９月定例会を閉会いたします。 

 

 

閉  会      午前１１時４５分 


